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指定管理者による公の施設の管理運営状況 

令和３（2021）年度 

施設名 栃木県立県北体育館 

施設所管課 栃木県教育委員会事務局スポーツ振興課 

指定管理者 大田原市（法人番号９００００２００９２１００） 

指定期間 平成３１（2019）年４月１日～令和６（2024）年３月３１日 

 

１ 施設の概要 

施設所在地 大田原市美原３丁目２番６２号 

施設の概要 ①敷地面積：３０，９７５．６５㎡ 延床面積：９，９９７．５３㎡ 

②メインアリーナ：２，０００㎡（５０ｍ×４０ｍ）、観客席２，０５４席 

 ※バスケット２面、バレー３面、バドミントン１０面 

③サブアリーナ：７７０㎡（３５ｍ×２２ｍ） 

 ※バスケット１面、バレー１面、バドミントン４面 

④武道場：９９２㎡（３１．５ｍ×３１．５ｍ）※剣道４面、柔道４面 

⑤その他：トレーニング室２９４㎡、研修室、幼児体育室 

業務内容 ①栃木県立県北体育館の維持管理に関する業務 

②栃木県立県北体育館の施設等の利用許可にかかる事務に関する業務 

③栃木県立県北体育館の施設の運営に関する業務 

 

２ 収支の状況 

 令和３（2021）年度                                                           （千円） 

収入  支出 

指

定

管

理 

※２ 

指定管理料 ４７，１９４  指

定

管

理

※２ 

事業費  

利用料金収入 １２，７０６  管理運営費 ５９，８７９ 

その他収入※１ ２，３１８  人件費  

   その他支出※１  

合計 ６２，２１８  合計 ５９，８７９ 

指定管理業務収支差額① ２，３３９   

自主事業 ２０４  自主事業 ６２ 

自主事業収支差額② １４２   

収支差額（①＋②） ２，４８１   

備考（※１ その他収入の主なものを記載） 

自動販売機設置敷使用料、自動販売機電気料 

 備考（※１ その他支出の主なものを記載） 

※２ 指定管理業務に係わるもののみ計上する。 

令和２（2020）年度（前年度）                                                   （千円） 

収入  支出 

指

定

管

理 

※２ 

指定管理料 ４７，１９４  指

定

管

理

※２ 

事業費  

利用料金収入 １０，３３９  管理運営費 ５６，５１２ 

その他収入※１ ２，２８９  人件費  

   その他支出※１  

合計 ５９，８２２  合計 ５６，５１２ 

指定管理業務収支差額① ３，３１０   

自主事業 １９７  自主事業 ５５ 

自主事業収支差額② １４２   

収支差額（①＋②） ３，４５２   

備考（※１ その他収入の主なものを記載）  備考（※１ その他支出の主なものを記載） 

※２ 指定管理業務に係わるもののみ計上する。 
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３ 利用状況 

施設名 項目 
令和２（2020）年度 

（前年度） 
令和３（2021）年度 

メインアリーナ 

開放日数 ２８３日 ３０１日 

利用者数 ５５，８９７人 

 

８６，１６２人 

 平均利用者数 １９７人 ２８６人 

サブアリーナ 

開放日数 ２９５日 ３０１日 

利用者数 ２０，４５６人 ５５，５６６人 

平均利用者数 ６９人 １８４人 

武 道 場 

開放日数 ２９５日 ３０１日 

利用者数 ４，４３７人 １８，３８９人 

平均利用者数 １５人 ６１人 

トレーニング室 

開放日数 ２９５日 ３０１日 

利用者数 ３，９１９人 ５，１０４人 

平均利用者数 １３人 １７人 

幼児体育室 

開放日数 ２９５日 ３０１日 

利用者数 ６３４人 １，０１６人 

平均利用者数 ２人 ３人 

研修室 

開放日数 ２９５日 ３０１日 

利用者数 ２，７２２人 ２３，７８０人 

平均利用者数 ９人 ７９人 

※令和３（2021）年８月３日～９月 30 日まで新型コロナウイルス感染症拡大防止対策による休館 

 

４ サービス向上に向けた取組 

大会等専用利用の年間申込みについて、可能な限り利用団体の希望に添えるよう日程調整に努めた。 

施設内に必要な案内や注意書き等を掲示し、利用規律の維持及び利用者間の無用なトラブルの回避

に努めた。 

いちご一会とちぎ国体リハーサル大会による利用制限を事前に周知し、一般利用者とのトラブルの

回避に努めた。 

新型コロナウイルス感染症拡大防止対策のため、見やすい箇所に注意喚起等の掲示を行い、制限等

の周囲徹底に努めた。 

 

５ 利用者意見への対応 

 利用者意見の把握方法 

申請時及び利用時に利用者の意見を把握した。 

意見箱を設置し、意見を求めた。 

意見箱に寄せられた意見はごく少数であるが、意見からは、設備改修の要望等あるものの、管理運

営については、利用者に対し一定の満足感を与えられているものと思われる。（以下、主な意見。） 

・冷房の効きが悪い。 

・駐車場が狭い。 

※新型コロナウイルス感染拡大による利用者減のため、アンケートの実施は見合わせた。 

 主な利用者意見（苦情・要望）  対 応 

・バスケットボール関係機材の故障、不具合。 

・サブアリーナブラインド改修要望。 

・トレーニング室のフリーウェイトエリアの拡

充、パワーラック、バーベル等の増設要望。 

・トレーニング室のビギナー講習の予約が先ま

で埋まっている。 

・県により大響ブザー等更新。 

・県に要望。可能な範囲でブラインドの調整を行

った。遮光フィルムを部分的に設置済。 

・トレーニング室の広さに限界があるため、対応

不可。 

・一度に多くの受講者を受け入れてしまうと、一

般のトレーニング室利用者の利用に支障をきた

すため、少数定員としていることを説明した。 



3 

 

 主な利用者意見（積極的評価） 

・施設の清掃が行き届いており、きれいである。 

・備品が充実している。 

・卓球台の台数は多いが、ネット及びネットサポートが劣化し、使えないものがある。 

 

６ 指定管理者による自己評価 

 成果のあった取組・積極的に取り組んだ事項・利用者満足度向上への取組 

・事前に大会等主催者と備品や冷房の使用、駐車場等施設の利用について打合せを行い、可能な限

り利用者の希望に沿った施設運営を行った。 

・駐車場を上手く利用してもらえるよう、隣接する市施設を含めた、施設ごとのエリア分けを行っ

た。 

・トレーニング室のマシンの保守点検や修繕を行い、利用者の健康増進に努めた。 

・トレーニング室のビギナー講習受講者に対し、当日キャンセル、無断欠席などによる定員割れが

生じないよう、講習日近くに電話で出欠確認を行い、欠員が生じた際にはキャンセル待ちの受講

者に連絡する等の対応を行った。 

・新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、複数掲示による注意喚起、換気、ドアノブ等の消毒

等を行った。 

 施設や設備・備品が原因での人身事故ゼロへの取り組み ※指定管理者が独自に設定 

・施設や設備・備品の使用方法について、利用者に指導を行った。 

・設備・備品の老朽化が進んでいることから、担当者や業者による備品の点検を行い、不具合箇

所について状況を把握し、必要な修繕を行うとともに、利用者に対しては、設備・備品の故障

や破損、不具合が発生した場合には管理者に報告をするよう指導を行った。 

・職員が不在の際（土日、祝日、夜間）の利用について管理人に文書で引継ぎを行い、問題発生

時の連絡・報告を徹底させ、適切な対応に努めた。 

・休館日等に器具の不調が無いか適宜点検を行った。 

  今後改善・工夫したい事項 

・新型コロナウイルス感染症拡大防止対策として、利用者及び職員が安全安心に施設を利用し、管

理できるように、スポーツ庁ガイドラインにおける管理者向けチェックシートの確認を定期的に

行う。 

・新型コロナウイルス感染症拡大防止対策のために施設利用が中止となる可能性があるため、用器

具・備品の確認を常に実施する。 

・不適切な利用による事故や、施設及び設備、備品の破損・故障等が起きないよう、利用者に対し

て、より一層正しい利用方法の指導を行うとともに、設備や備品の破損・不具合を早期発見でき

るよう、器具庫内の整理整頓に努める。 

 

７ 所管課室による評価 

項目 評価の内容 確認内容・所見等 評価 

１．住民の

平等利用の

確保 

①住民の平等利用が確保されたか 利用調整会議を行い、平等利用が確保さ

れていた。 
Ｃ 

②使用許可に関する権限が適正に行

使されたか 

適正に管理されている。 
Ｃ 

③高齢者、障害者等に対する配慮は

なされたか。 

障害者大会や各団体主催イベントの開

催に配慮されている。 
Ｂ 

２．施設の

効用の最大

限発揮 

①施設の設置目的に沿った業務実施

がなされたか 

目的に沿った事業が実施されている。 
Ｃ 

②施設の利用促進、県民サービスの

向上が図られたか 

利用頻度の高い設備・備品を適切に管理

し、サービスの向上が図られている。 
Ｃ 
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 ③利用者満足度を把握し、満足度の

向上が図られたか 

意見箱の設置を行い、利用者の満足度の

把握、向上に努めている。 
Ｂ 

④利用者からの意見、苦情に対して

適切な対応がなされたか 

適切な対応をしている。 
Ｂ 

⑤施設、設備、備品の維持管理や安

全管理は適切になされたか 

常駐する技術社員の活用により、事故や

故障を未然に防ぎ、適切な維持管理や安

全管理が行われている。 

Ｂ 

⑥指定管理者の創意工夫により業務

改善等がなされたか 

各手順書を随時見直し、改善を図ってい

る。 
Ｂ 

３．管理を

安定的に行

う物的人的

基礎 

①組織体制は適正か 職員をバランス良く配置し、適正な管理

運営を行っている。 
Ｃ 

②収支は適正でバランスがとれたも

のか 

適正である。 
Ｃ 

③経費の縮減に取り組まれてきたか 光熱水費のシステム化に取り組み、費用

の１割削減を達成している。 
Ｃ 

④人材育成は適切に実施されている

か 

適切に実施されている。 
Ｃ 

⑤危機管理体制（事故、緊急時の対

応）は確保されているか 

災害マニュアルを作成し、体制を確保し

ている。 
Ｃ 

⑥県や関係機関との連携体制は確保

されているか 

連携できている。 
Ｂ 

４．個人情

報保護 

①個人情報の保護についての措置が

計画通り実施されているか 

個人情報取扱特記事項を遵守し、適正な

取扱いを確保している。 
Ｃ 

②情報公開は適切になされているか 大田原市情報公開制度に基づき適切に実

施していた。 
Ｃ 

５．その他 ①施設の特性にふさわしい自己評価

がなされているか 

意見箱等から利用者ニーズを把握し、そ

の都度自己評価を行っている。 
Ｂ 

②自主事業が計画通りに実施されて

いるか 

計画どおり実施されている。 
Ｃ 

③イベント等を実施している場合は

、地域との連携が図られているか 

県民の日イベント等への住民参加を促

進している。 
Ｃ 

④環境への配慮（騒音・公害対策、

ごみ削減等）がなされているか 

施設周辺のゴミ拾い等、環境への配慮が

なされている。 
Ｃ 

⑤その他管理運営上の特記事項 消毒液の設置、専用利用の際の人数確認

等、新型コロナウイルス感染症対策を徹

底している。 

Ｂ 

総合的な評価 

・利用者が快適に利用できるようサービス向上と運営の改善に努めている。 

・光熱水費のシステム化や技術社員の活用による小規模な不具合段階での修繕の実施など、維持管理費

用の削減が積極的に行われている。 

・年間利用調整で希望に添えなかった団体等に、随時情報提供するなど利用促進に努めている。 

  ※「評価」欄には、以下の指標により判定した結果を記載すること。 

     Ａ：事業計画に対して極めて優れた取組となっている。 

     Ｂ：事業計画に対して優れた取組となっている。 

     Ｃ：事業計画どおりの取組となっている。 

     Ｄ：事業計画に対して劣る取組となっている。 

     Ｅ：事業計画に対して極めて劣る取組となっている。 


